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【平成２１年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 
○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 
 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 
（意見等） 
本研究は、骨形成メカニズムとしてのニッチ環境の統合的解明と治療への応用基盤研究構築を目

的としている。長寿高齢化を迎える我が国では、骨関節疾患の治療法開発に繋がる本研究の意義は

大きく、研究計画も妥当である。研究の内容は①骨内ニッチの構成因子の解明、②骨芽細胞規定因

子のシグナルネットワーク、③神経系制御による破骨細胞の機能調節、④骨形成・再生医療に向け

たナノテクノロジー基盤研究という４テーマを掲げ、その一部を除いて計画通りに実現されてお

り、当初目標に向けて順調に計画が進展しているものと高く評価する。特にテーマ③の交感神経系

による破骨細胞活性化機序と骨芽細胞制御の解明は、廃用性骨萎縮を始めとする非荷重性骨萎縮の

病態解明に大きな転機をもたらすものである。また、他のテーマにおいても現段階までにいくつか

の新たな進展が見られ、それらも有益である。全体としては、骨形成という基本的な問題に様々な

角度から検討を加える研究であり、幾つかの重要な進展があり研究は概ね順調である。 
 しかし、テーマ④については一定の成果を上げているが、他と比較して進捗状況に遅れを感じる。

ナノサイエンステクノロジーの治療への利用には多くの障害があるとは推察されるが表題のテー

マでもあるので、より一層の成果が上がることを期待する。 
 
【平成２３年度 検証結果】 
検証結果    研究進捗評価結果どおりの研究成果が達成された。 

 本研究は、骨形成メカニズムとして骨芽細胞の制御に関わる因子として骨の微小環

境（骨内ニッチ）に着目し、ニッチの統合的解明とこれを応用したナノサイエンスと

分子シグナル基盤研究の確立を目的としている。本研究目標の多くは実現され、骨ニ

ッチの構成因子と有機的な関連が解明されたことにより、骨形成ネットワークが明ら

かにされた。また、破骨細胞活性化機序と骨芽細胞制御の解明は、非荷重性骨萎縮の

病態解明に寄与するものと考えられる。一方で、再生医療に向けたナノサイエンス技

術の応用は十分成果を挙げたとは言い難い。今後の研究の進展により、新たな成果が

示されることを期待する。 
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